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準
防
火
地
域
と
は
、
地
震
な

ど
の
災
害
に
よ
り
生
じ
る
市
街

地
に
お
け
る
火
災
の
延
焼
被
害

を
抑
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

建
物
に
一
定
の
耐
火
性
能
を
義

務
付
け
る
も
の
で
す
。

　
本
市
で
は
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
今
後
発

生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
大
規
模

災
害
に
備
え
て
、
寺
内
町
全
域

に
準
防
火
地
域
の
指
定
区
域
を

拡
大
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
の
対
象
区
域
に

お
い
て
準
防
火
地
域
の
建
築
制

限
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
平
成

　
年
　
月
１

３０

１０

日

以
降
に

着
工
す
る
建

物
で
あ
り
、

今
回
の
指
定

拡

大

に

よ

り
、
準
防
火

地
域
の
指
定

区
域
は
、
第

一
種
低
層
住

居

専

用

地

域
、
工
業
専

用
地
域
を
除

く
市
街
化
区

域
全
域
と
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
今

回
の
対
象
区
域
は
、
富
田
林
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
指

定
さ
れ
て
お
り
、
同
保
存
地
区

で
は
、
歴
史
的
な
町
並
み
を
保

存
す
る
に
あ
た
っ
て
の
建
築
制

限
が
併
せ
て
適
用
さ
れ
ま
す
の

で
、
新
築
や
修
理
な
ど
を
検
討

さ
れ
て
い
る
人
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
準
防
火
地
域
の

指
定
拡
大
に
つ
い
て
＝
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
（
内
線
４
５
３
、

４
５
９
）、
同
保
存
地
区
で
の

建
築
制
限
に
つ
い
て
＝
文
化
財

課
（
内
線
５
０
８
）
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準
防
火
地
域
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指
定
区
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拡
大
し
ま
し
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富田林伝統的建造物群保存地区は、平成９年１０月に　富田林伝統的建造物群保存地区は、平成９年１０月に、、

寺内町のうち約１１ヘクタールが重要伝統的建造物群保寺内町のうち約１１ヘクタールが重要伝統的建造物群保存存

地区に選定されています地区に選定されています。。

今回、重要伝統的建造物群保存地区の西側に続く約１.　今回、重要伝統的建造物群保存地区の西側に続く約１.９９

ヘクタールの範囲が、「伝統的建造物群が全体として意ヘクタールの範囲が、「伝統的建造物群が全体として意匠匠

的に優秀なもの」として、８月１７日付で追加選定され的に優秀なもの」として、８月１７日付で追加選定されまま

した。これにより、重要伝統的建造物群保存地区は東した。これにより、重要伝統的建造物群保存地区は東西西

約４７０㍍、南北約４００㍍、面積約１２.９約４７０㍍、南北約４００㍍、面積約１２.９ヘヘククタールとなり、寺タールとなり、寺

内町の全域を含むこととなりました内町の全域を含むこととなりました。。

※詳しくは、市ウェブサイトをご覧ください※詳しくは、市ウェブサイトをご覧ください。。

問い合わ問い合わせせ 文化財課（内線５０８　文化財課（内線５０８））
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ににににににににににににににににににににに追追追追追追追追追追追追追追追追追追追追追加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定ささささささささささささささささささささされれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししに追加選定されましたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

富田林伝統的建造物群保存地区とは

　中世末期に形成された寺内町の骨格を引き継ぎなが

ら、江戸時代には「 在  郷  町 」として、近代には南河内
ざい ごう まち

の中核都市として発展した歴史的市街地です。

　重厚な造りの商家をはじめ、江戸時代から昭和中期

までの各時代の特徴を持つ町家や寺院などが一体とな

り、特色ある歴史的景観を良好に伝えています。
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 四季雑感　   

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 富田林市長　多田　利喜

　このたびの「台風第２１号」ならびに「平成３０年北海道 胆  振 東部地震」
い ぶり

により、お亡くなりになられた方々に心から哀悼の意を表しますとと

もに、被災された方々には、心からお見舞いを申し上げます。

　本市では、幸い人命にかかわる被害はありませんでしたが、暴風による倒木、道

路の通行止め、停電、家屋の損壊、農業被害などが相次ぎ、改めて自然の猛威を認

識したところです。市民の皆さまには、何かとご不便をお掛けしますが、関係機関

と連携しながら、市職員一丸となって支援、復旧に取り組んでいますので、ご理解

いただきますよう、お願い申し上げます。

　皆さまご承知のとおり、今年は自然災害が日本列島で多発しており、突如として

発生する地震やこれまでにない動きをする台風、ゲリラ豪雨の発生など、想定外の

事態に対する「備え」というものが、いつの時でも非常に重要であるということは

言うまでもありません。

　本市の場合も地形的に土砂災害などの警戒区域を有していることから、いつ 如  何 
い か

なる事態になろうとも、人命第一、地域の安全を第一に考えて行動できるよう、日

頃の訓練を含め、あらゆることを想定して、準備しておくことが重要です。

　本市ではここ数年、防災対策関連の予算を大幅に増額し、「備え」の充実を図って

いますが、地震によるブロック塀の倒壊で尊い人命が失われる事態は、想像してい

ませんでした。そこで、公共施設全てのブロック塀を総点検し、まずは子どもたち

の命を守るため、教育施設で危険性があると思われる所からブロック塀の撤去を指

示しました。さらに、道路に面している民間のブロック塀の撤去につきましても、

その一部を補助する制度を新たに創設しましたので、この機会にぜひご利用いただ

き、より安全なまちづくりにご協力いただきますよう、お願い申し上げます。
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本
市
で
は
、
自
治
振
興
、
教

育
文
化
、
公
安
防
災
、
産
業
振

興
、
福
祉
衛
生
、
ス
ポ
ー
ツ
、

善
行
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

活
躍
・
貢
献
さ
れ
た
皆
さ
ん
の

功
績
を
た
た
え
、
表
彰
式
を
開

催
し
ま
す
。

　
表
彰
式
に
は
、
受
賞
者
の
ご

家
族
、
ご
友
人
を
は
じ
め
一
般

の
人
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

　
皆
さ
ん
で
晴
れ
の
受
賞
者
を

祝
福
し
、
そ
の
功
績
を
た
た
え

ま
し
ょ
う
。

と
き
　
　
月
３
日

、
午
前
　

１１

１０

時
開
式
（
午
前
９
時
　
分
～
受

３０

け
付
け
）

と
こ
ろ
　
す
ば
る
ホ
ー
ル
４
階

銀
河
の
間

問
い
合
わ
せ
　
秘
書
課
（
内
線

３
１
２
）

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
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ままままままままままままままままままままま

市
表
彰
式
を
開
催
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

～
市
民
の
皆
さ
ん
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
～

教
育
委
員
に

南
　
栄
子
さ
ん
が
就
任
、

勝
山
　
健
一
さ
ん
が
再
任

　
９
月
の
市
議
会
定
例
会
の
同

意
を
得
て
、
　

月
１
日

付
で

１０

教
育
委
員
に
南
　
栄
子
さ
ん
が

就
任
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
同
日

付
で
、
勝
山
　
健
一
さ
ん
が
再

任
さ
れ
ま
す
。

《
退
任
》

　
こ
れ
ま
で
教
育
委
員
を
務
め

ら
れ
た
阪
井
　
千
鶴
子
さ
ん
は

９
月
　
日
付
で
退
任
さ
れ
ま

３０

す
。
阪
井
さ
ん
は
平
成
　
年
　

１７

１０

月
よ
り
教
育
委
員
を
務
め
ら

れ
、
本
市
教
育
行
政
の
推
進
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
　
教
育
総
務
課

（
内
線
３
５
５
）

　
災
害
時
の
避
難
行
動
要
支
援

者
対
策
と
し
て
、
ご
本
人
の
申

し
出
な
ど
に
よ
り
「
避
難
行
動

要
支
援
者
名
簿
」
に
登
録
し
、
支

援
が
必
要
な
人
の
情
報
を
適
切

な
情
報
管
理
の
も
と
、
地
域
の

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

に
登
録
を

支
援
組
織
に
提
供
し
て
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
備
え
て
い
た
だ

く
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
同
名
簿
へ
の
登
録
を
希
望
さ

れ
る
人
は
、
地
域
福
祉
課
ま
た

は
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
２
８
３
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

新たに教育委員に

就任された南さん



４

　
婚
姻
歴
の
な
い
（
未
婚
の
）

ひ
と
り
親
に
は
、
税
法
上
の
寡

婦
（
夫
）
控
除
が
適
用
さ
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
婚
姻
歴
の
あ
る

ひ
と
り
親
と
比
べ
課
税
所
得
が

高
く
な
り
、
課
税
額
な
ど
を
認

定
要
件
と
す
る
各
種
制
度
に
お

い
て
、
利
用
に
伴
う
自
己
負
担

額
や
給
付
額
に
差
が
生
じ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ

の
差
を
解
消
す
る
た
め
、
婚
姻

歴
の
な
い
（
未
婚
の
）
ひ
と
り

親
の
人
を
対
象
に
、
寡
婦
（
夫
）

控
除
の
み
な
し
適
用
を
実
施
し

ま
す
。

※
所
得
の
状
況
に
よ
り
寡
婦

（
夫
）
控
除
の
み
な
し
適
用
を

受
け
て
も
負
担
額
な
ど
が
減
額

に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
み
な
し
適
用
の
た
め
、
所
得

税
や
住
民
税
の
額
そ
の
も
の
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。

◇
対
象
者

　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
左
表

の
対
象
事
業
を
利
用
す
る
人

で
、
前
年
の
　
月
　
日
お
よ
び

１２

３１

申
請
日
に
お
い
て
次
の
要
件
を

満
た
す
人
。

※
生
活
保
護
受
給
者
は
対
象
外

で
す
。

①
未
婚
の
母
ま
た
は
未
婚
の
父

で
あ
る
こ
と
（
事
実
婚
は
除
く
）。

保健センターなどの駐車場の入り口が
変わります

　済生会富田林病院の建て替えに伴い、１０月上旬よ

り、保健センター、休日診療所、済生会富田林病院

の駐車場入り口が下図の位置に変更になります。

　また、工事に

より現在の駐車

場の一部が使用

できなくなるた

め、新たに第２

駐車場を開設し

ます。

　大変ご不便を

お掛けします

が、ご理解いた

だきますようお

願いします。

問い合わせ　保健センター〔(２８)５５２０〕

②
未
婚
の
母
に
あ
っ
て
は
、
扶

養
親
族
ま
た
は
そ
の
者
と
生
計

を
一
に
す
る
子
が
あ
る
人
。
ま

た
、
扶
養
す
る
親
族
で
あ
る
子

が
あ
り
、
か
つ
合
計
所
得
金
額

が
５
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
人

（
特
別
寡
婦
控
除
の
適
用
）。

③
未
婚
の
父
に
あ
っ
て
は
、
生

計
を
一
に
す
る
子
が
あ
り
、
か

つ
合
計
所
得
金
額
が
５
０
０
万

円
以
下
で
あ
る
人
。

※
以
上
の
場
合
の
子
と
は
、　２０

歳
未
満
で
、
総
所
得
金
額
が
　３８

万
円
以
下
で
あ
り
、
他
の
人
の

控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親
族

と
な
っ
て
い
な
い
人
。

◇
申
請
方
法

　
み
な
し
適
用
を
受
け
る
た
め

に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。
利

用
を
希
望
す
る
事
業
の
各
担
当

窓
口
に
次
の
必
要
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

・
寡
婦
（
夫
）
控
除
み
な
し
適

用
申
請
書

・
申
請
者
の
戸
籍
全
部
事
項
証

明
書
（
戸
籍
謄
本
）

※
発
行
後
3
カ
月
以
内
の
も
の

で
、
母
ま
た
は
父
の
出
生
か
ら

現
在
ま
で
の
内
容
が
記
載
さ
れ

て
い
る
も
の
。

・
対
象
課
税
年
度
の
所
得
証
明

書
（
対
象
課
税
年
度
の
１
月
１

日
の
住
所
が
市
外
に
あ
っ
た
人

の
み
）

※
申
請
書
は
各
担
当
窓
口
に
備

え
付
け
て
い
ま
す
。

※
み
な
し
適
用
さ
れ
る
時
期
な

ど
詳
し
く
は
、
各
担
当
窓
口
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児
ヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
ののののののののののののののののののののの
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用

育
児
ヘ
ル
パ
ー
事
業
の
ご
利
用
をををををををををををををををををををををを

　
本
市
で
は
、
子
育
て
家
庭
を

支
援
す
る
た
め
、
産
前
・
産
後

の
体
調
不
良
な
ど
に
よ
り
、
家

事
や
育
児
が
一
時
的
に
困
難
な

家
庭
に
対
し
て
、
育
児
ヘ
ル

パ
ー
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
利
用
に
あ
た
っ
て
は

事
前
の
利
用
申
請
が
必
要
で
す
。

対
象
者
お
よ
び
利
用
期
間
　
妊

婦
ま
た
は
出
産
後
８
カ
月
以
内

の
産
婦
（
多
胎
児
の
場
合
は
出

産
後
　
カ
月
以
内
）

１２

利
用
回
数
　
利
用
期
間
内
に
　２０

回
ま
で
（
多
胎
児
の
場
合
は
　４０

回
ま
で
）　

※
１
日
１
回
２
時
間
以
内
。

利
用
時
間
　
月
～
金
曜
日
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時
　
分
（
祝

３０

日
、
年
末
年
始
は
除
く
）　
　

利
用
料
　
１
時
間
あ
た
り
２
５

０
円
（
住
民
税
非
課
税
・
生
活

保
護
世
帯
は
無
料
）

支
援
内
容
　
食
事
の
準
備
・
後

片
付
け
、
居
室
の
掃
除
、
洗
濯
、

買
い
物
、
授
乳
の
準
備
・
サ

ポ
ー
ト
、 沐
  浴
 補
助
、
お
む
つ

も
く
 
よ
く

交
換
、
兄
姉
の
遊
び
相
手
、
保

育
所
な
ど
へ
の
送
迎
の
付
き
添

い
（
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

利
用
申
請
　
印
鑑
と
母
子
健
康

手
帳
を
持
参
し
、
こ
ど
も
未
来

室
（
内
線
2
0
3
）
ま
た
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
〔

　
５
５
２

（２８）

０
〕
へ

婚姻歴のないひとり親婚姻歴のないひとり親にに

対する「寡婦（夫）控除」対する「寡婦（夫）控除」のの

みなし適用を実施しまみなし適用を実施しますす



５

　
本
市
で
は
、
結
婚
を
真
剣
に

考
え
る
若
者
世
代
に
出
会
い
の

場
を
提
供
し
、
結
婚
へ
の
き
っ

か
け
と
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
将
来
結
婚
さ
れ
た
際
に

は
、
優
良
な
居
住
環
境
の
下
で

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
本

市
へ
の
定
住
を
働
き
掛
け
る
た

め
、
本
市
主
催
の
婚
活
パ
ー

テ
ィ
ー
を
平
成
　
年
度
中
に
複

３０

数
回
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
江
戸
時
代
の
伝

統
的
な
町
並
み
を
楽
し
め
る
寺

内
町
に
て
、
占
い
を
通
し
て
異

性
と
交
流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
　
　
月
　
日

、
午
後
１

１１

１７

時
～

と
こ
ろ
　
じ
な
い
ま
ち
交
流
館

～10月１日より                             

市公式ＬＩＮＥ    ＠       を開設します～
ラ イ ン ア ッ ト

　本市では、「富田林市役所公式ＬＩＮＥ＠」を開

設し、ＬＩＮＥを活用した情報配信サービスを開

始します。子育て応援サイト「ＴｏｎＴｏｎ」や

ごみカレンダーにも簡単にアクセスできますの

で、ぜひ友だち登録をお願いします。

　また、ＬＩＮＥの「トーク」機能を利用した、

道路や公園施設の破損に関する情報提供窓口も用

意しておりますので、ぜひご利用ください。

　使い方など詳しくは、市ウェブサイトをご覧く

ださい。

◆利用方法

　お持ちのスマートフォン

などにＬＩＮＥアプリをイ

ンストールし、以下のいず

れかの方法で友だち登録し

てください。

・「検索」をタップしてＩＤ

検索で「@tondabayashi」を

検索し、「友だちに追加」ボ

タンを押す。

・右のＱＲコードを読み込む。

問い合わせ　情報公開課（内線３２６）

陰

右

韻

宇

隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋

吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋

●
な
が
ら
ス
マ
ホ
は
や
め
ま

し
ょ
う

　
自
転
車
・
自
動
車
の
運
転
中

や
歩
き
な
が
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
操
作
す
る
「
な
が
ら
ス
マ

ホ
」
に
よ
る
事

故
・
事
件
が
多

発

し
て

い
ま

す
。
自
分
が
危

険
な
だ
け
で
は

な
く
、
周
囲
の

人
も
巻
き
込
む

事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
、
な
が
ら
ス
マ
ホ
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

●
公
共
の
場
所
で
の
マ
ナ
ー
　

　
レ
ス
ト
ラ
ン
や
図
書
館
な
ど

の
静
か
な
場
所
で
は
、
通
話
を

控
え
、
着
信
音
が
鳴
ら
な
い
よ

う
、
電
源
を
切
る
か
、
マ
ナ
ー

モ
ー
ド
に
設
定
し
ま
し
ょ
う
。

●
安
全
に
つ
い
て
の
マ
ナ
ー

　
病
院
や
飛
行
機
内
で
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
電
波
が
電
子

機
器
に
影
響
を
与
え
る
恐
れ
が

あ
り
、
大
変
危
険
で
す
。
必
ず

電
源
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
情
報
公
開
課

（
内
線
３
２
６
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
マ
ナ
ー
を
守
ろ
う

対
象
者
　
結
婚
を
真
剣
に
考
え

る
　
歳
か
ら
お
お
む
ね
　
歳
ま

２０

４０

で
の
人
　

定
員
　
男
女
各
　
人
２０

参
加
費
　
１
７
０
０
円

申
し
込
み
　
　
月
８
日

～
、

１０

㈱
ト
ー
タ
ル
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
サ

ポ
ー
ト
〔

０
５
０
（
3
5
3

9
）
3
8
3
7
〕
へ
（
申
し
込

み
先
着
順
）

※
事
業
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
都
市
魅
力
創
生
課
（
内
線

４
２
０
）
へ
。

　
８
月
６
日
に
広
島
市
で
開
か

れ
た
平
和
記
念
式
典
に
、
市
民

代
表
と
し
て
、
冨
田
　
幸
子
さ

ん
・
仁
菜
さ
ん
（
小
学
６
年
生
）

親
子
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

親
子
平
和
の
旅

参
加
報
告

　
こ
の
親
子
平
和
の
旅
で
は
、

平
和
記
念
式
典
へ
の
参
列
や
平

和
記
念
資
料
館
の
見
学
、
昨
年

の
「
平
和
を
考
え
る
戦
争
展
」

で
市
民
の
皆
さ
ん
が
平
和
へ
の

思
い
を
託
し
て
折
っ
た
折
り
鶴

と
市
長
か
ら
の
平
和
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
届
け
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
　
冨
田
さ
ん
親
子
の
感
想
文

を
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
２
）

７月２４日、多田市長の平和メッセージ７月２４日、多田市長の平和メッセージとと
市民の市民の皆皆さんが折った折り鶴を受け取さんが折った折り鶴を受け取るる
冨田さん親冨田さん親子子

恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
 占占占占占占占占占占占占占占占占占占占占占占いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいコココココココココココココココココココココいコンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン

風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情あああああああああああああああああああああ情あるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町内町dddddddddddddddddddddeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeede

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
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罫

※画像はイメージです。
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遭遭遭遭遭遭遭遭遭遭遭遭遭遭遭遭遭遭遭遭遭
わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
ななななななななななななななななななななな
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ

思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
にににににににににににににににににににににに



６

登記無料相談

とき　１０月２３日、午後１時～４時

ところ　市役所１階市民相談室

内容　土地家屋調査士と司法書士による相続、贈与、遺

言、売買、会社設立、土地の分筆・地積更正登記など登

記に関するあらゆる相談

定員　６人（申し込み先着順）

申し込み　１０月９日～、情報公開課（内線１８２）へ

行政書士無料相談

とき　１０月２５日、午後１時３０分～４時３０分

ところ　市役所１階市民相談室

内容　相続、遺言、成年後見制度、交通事故、離婚、不

動産（賃借権・売買）、各種許認可などに関する相談

定員　６人（申し込み先着順）

申し込み　１０月９日～、情報公開課（内線１８２）へ

不動産に関する無料相談

　「大阪府宅地建物取引業協会南大阪支部」と「（公社）

全日本不動産協会大阪府本部大阪南支部」が連携し、不

動産に関する無料相談を実施します。

とき　１１月１日、午後１時～４時

ところ　市役所１階市民相談室　

内容　住宅の購入や賃貸マンションの契約など不動産を

安全に取引するための事前相談（相談時間は１人３０分以内）

定員　６人（申し込み先着順）

申し込み　１０月９日～３１日（土・日曜日を除く午前

９時～午後４時）に、（公社）全日本不動産協会大阪本部

大阪南支部〔０７２(２６３)７２２２〕へ

　
総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制

度
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
　

月
　
日

～
　
日

の

１０

１５

２１

一
週
間
を
「
行
政
相
談
週
間
」

と
定
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を

実
施
し
ま
す
。

　
近
畿
管
区
行
政
評
価
局
で
も

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た

行
政
相
談
委
員
に
よ
る
行
政
相

談
所
を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま

す
の
で
、
毎
日
の
暮
ら
し
や

国
・
府
・
市
の
仕
事
な
ど
で
、

「
困
っ
た
」「
納
得
で
き
な
い
」

「
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
」

な
ど
の
相
談
が
あ
る
人
は
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と
き
　
　
月
　
日

、
午
前
　

１０

１７

１０

時
　
分
～
午
後
４
時
　
分

３０

３０

と
こ
ろ
　
泉
北
パ
ン
ジ
ョ
５
階

パ
ン
ジ
ョ
ホ
ー
ル
（
堺
市
南
区

茶
山
台
一
丁
３
の
１
、
当
日
直

接
会
場
へ
）

■
本
市
の
行
政
相
談

　
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け

た
行
政
相
談
委
員
が
、
皆
さ
ん

の
国
の
行
政
に
対
す
る
苦
情
や

ご
意
見
を
第
三
者
の
立
場
で
お

総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務省省省省省省省省省省省省省省省省省省省省省総務省のののののののののののののののののののののの

行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週行政相談週間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間

聴
き
し
、
そ
の
問
題
解
決
に
当

た
り
ま
す
。

■
本
市
の
行
政
相
談
委
員

○
水
道
　
昌
之
さ
ん

不
動
ケ
丘
町
　
の
　
〔

　
２

１５

２２

（３５）

９
２
２
〕

○
冨
永
　
清
子
さ
ん

向
陽
台
二
丁
目
７
の
　
〔

　

２５

（２８）

７
０
８
８
〕

○
榊
原
　
壽
幸
さ
ん

喜
志
町
二
丁
目
８
の
　
〔

　

１８

（２３）

３
４
１
０
〕

※
毎
月
第
３
木
曜
日
、
午
後
１

時
～
４
時
に
、
市
役
所
１
階
市

民
相
談
室
で
行
政
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
（
当
日
、
直
接
会

場
へ
）。

問
い
合
わ
せ
　
情
報
公
開
課

（
内
線
１
８
２
）

　
佐
備
川
（
三
中
橋
付
近
）
と

石
川
（
金
剛
大
橋
付
近
お
よ
び

河
南
橋
付
近
）の
河
川
状
況（
１

分
間
静
止
画
像
）
が
、
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
確

認
で
き
ま
す
。

　
大
雨
時
の
増
水
状
況
な
ど
を

確
認
い
た
だ
き
、
氾
濫
な
ど
の

危
険
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
迅

速
・
確
実
な
避
難
行
動
を
お
願

い
し
ま
す
。

河
川
の
状
況
が

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す

　
詳
し
く
は
府

河
川
室
の
画
像

公
開
シ
ス
テ
ム

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〔h
ttp
://w

w

w
.o
s
a
k
a
-p
re
f-riv

e
rc
a
m
.in

fo
/
in
d
e
x
.h
tm
l

〕
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
府
富
田
林
土
木

事
務
所
地
域
支
援
・
防
災
グ

ル
ー
プ
〔

　
１
１
３
１
〕

（２５）

身
を
守
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
考
え
、
そ
の
場
で
行
動
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

●
緊
急
地
震
速
報
訓
練

と
き
　
　
月
１
日

、
午
前
　

１１

１０

時
ご
ろ

●
全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

と
き
　
　
月
　
日

、
午
前
　

１１

２１

１１

時
ご
ろ

※
た
だ
し
、
気
象
・
地
震
活
動

の
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
は
、
訓

練
用
の
緊
急
地
震
速
報
の
発
表

を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室

（
内
線
９
５
０
３
）

　
全
国
一
斉
に
、
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
「
 Ｊ
 

－

ジ
ェ
イ

 Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
 」

ア

ラ

ー

ト

を
用
い
た
情
報

伝
達
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
本
市
で
も
、

緊
急
地
震
速
報
の
訓
練
放
送
を

市
内
　
カ
所
に
設
置
し
て
い
る

４４

防
災
無
線
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

　
短
い
時
間
に
慌
て
ず
に
身
を

守
る
行
動
を
と
る
た
め
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
ど
の
よ
う
な
行
動

を
と
る
か
を
知
り
、
実
際
に
行

動
を
と
っ
て
経
験
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
こ
れ
を
機
会
に
、

防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無
線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線
ににににににににににににににににににににに
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓
練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練
放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放
送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送
ををををををををををををををををををををを
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実

防
災
無
線
に
よ
る
訓
練
放
送
を
実
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
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署
名
欄
な
ど
が
見
え
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
同
シ
ー
ル
に
は
新
薬

と
同
じ
有
効
成
分
で
あ
り
な
が

ら
価
格
が
安
い
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）」

希
望
の
意
思
表
示
欄
を
設
け
て

い
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
活
用

新
し
い
被
保
険
者
証
は
　

　
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す

１０　
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
被
保

険
者
証
は
、
　

月
　
日

で
有

１０

３１

効
期
限
が
切
れ
ま
す
の
で
、
新

し
い
被
保
険
者
証
（
カ
ー
ド
）

を
　
月
中
旬
に
簡
易
書
留
で
郵

１０
送
し
ま
す
。

■
被
保
険
者
証
が
届
い
た
ら

　
新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
台

紙
に
貼
り
付
け
た
状
態
で
郵
送

し
ま
す
。
受
け
取
ら
れ
た
ら
、

世
帯
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

全
員
の
被
保
険
者
証
が
あ
る
か

を
確
認
し
た
上
で
、
台
紙
か
ら

 剥
 が
し
て
く
だ
さ
い
。

は※
有
効
期
限
が
切
れ
た
被
保
険

者
証
は
、
保
険
年
金
課
に
返
却

し
て
い
た
だ
く
か
、
ご
自
身
で

破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
被
保
険
者
証
に
は
国

の
法
令
な
ど
の
規
定
に
よ
り
、

裏
面
に
臓
器
提
供
意
思
表
示
欄

を
設
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
意
思
表
示
は
任
意
で
す

が
、
ご
記
入
い
た
だ
い
た
場
合

は
台
紙
裏
面
の
「
個
人
情
報
保

護
シ
ー
ル
」を
貼
り
付
け
る
と
、

し
、
医
療
費
の
適
正
化
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

■
被
保
険
者
証
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
ら

　
郵
便
物
の
転
送
を
郵
便
局
へ

依
頼
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
理
由

で
、
被
保
険
者
証
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
人
は
、

　
月
１
日

以
降
に
、
次
の
方

１１法
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

・
住
所
地
へ
の
再
度
の
郵
送

は
、
保
険
年
金
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
窓
口
で
の
交
付
は
、
運
転
免

許
証
ま
た
は
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

の
公
的
機
関
発
行
の
顔
写
真
付

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保

国
民
健
康
保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証

被
保
険
者
証
をををををををををををををををををををををを

郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵
送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送
ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま

郵
送
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

被
扶
養
家
族
、
ま
た
は
被
扶
養

家
族
で
　
歳
に
な
る
人
の
有
効

６５

期
限
は
誕
生
月
の
末
日
ま
で

　
こ
れ
は
、
退
職
被
保
険
者
か

ら
一
般
被
保
険
者
に
変
わ
る
た

め
で
す
。
一
般
被
保
険
者
証

は
、
誕
生
月
の
中
旬
に
郵
送
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
保
険
年
金
課

（
内
線
１
５
０
、
１
５
１
）

き
身
分
証
明
書
と
印
鑑
（
認
め

印
可
）
を
持
っ
て
、
保
険
年
金

課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

《
有
効
期
限
が
短
縮
さ
れ
る
人
》

■
　
歳
に
な
る
人
（
昭
和
　
年

７５

１８

　
月
２
日
～
　
年
　
月
　
日
生

１１

１９

１０

３１

ま
れ
）
の
有
効
期
限
は
誕
生
日

の
前
日
ま
で

　
こ
れ
は
、　

歳
の
誕
生
日
か

７５

ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移

行
す
る
た
め
で
す
。
同
制
度
の

被
保
険
者
証
は
、
誕
生
日
の
前

月
中
に
郵
送
し
ま
す
。

■
退
職
者
本
人
で
　
歳
に
な
る

６５

人
（
昭
和
　
年
　
月
２
日
～
　

２８

１１

２９

年
９
月
　
日
生
ま
れ
）
と
そ
の

３０

高齢者を対象とした                                           
インフルエンザ予防接種を実施しています

対象者　

●満６５歳以上で希望する人

●心臓・腎臓・呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルス（Ｈ

ＩＶ）により免疫機能に障害を有し、身体障がい者手帳１級ま

たは同程度の障がいがある満６０歳以上６５歳未満で希望する人

接種回数　１回

実施期間　１０月１日～平成３１年１月３１日

実施医療機関　４月号広報に折り込みの「平成３０年

度保健事業案内」に記載

※かかりつけの医療機関が河内長野市、大阪狭山市、羽曳野市

にある場合は、接種可能か医療機関へお問い合わせください。

費用　１０００円　

※市外の施設や病院に入所・入院中の人で、接種費用が１０００円

を超えた場合は保健センターへご相談ください。

※生活保護受給世帯の人は無料で受けることができますので、

接種前に保健センターまたは生活支援課（内線１６５）へお問い合

わせください。

受けることができない人

・体温が３７.５度以上の人

・ワクチンの成分によってアナフィラキシー（接種後３０分以内

に起こるひどいアレルギー反応のことで、発汗、全身にひどい

じんましん、吐き気、息が苦しいなどの全身反応のこと）を起

こしたことが明らかな人

・重篤な急性疾患にかかっていることが明らかな人

・過去に、接種後２日以内に発熱のみられた人および全身性発

 疹 などのアレルギーを疑う症状を呈したことがある人
しん

・過去に免疫不全の診断がなされている人

・その他医師が不適当な状態と判断した人

持ち物　健康保険被保険者証、介護保険被保険者証または住

所、氏名、生年月日が確認できる書類、身体障がい者手帳（満

６０歳以上６５歳未満の人）

その他

・予診票は医療機関に備え付けています。受ける前に記入して

ください

・現在通院（治療）中の人やアレルギー、免疫不全の人は主治

医に予防接種を受けられるか、よくご相談ください

問い合わせ　保健センター〔(２８)５５２０〕
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本
市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
の
た
め
、
地
元
企
業
な
ど

の
広
告
を
掲
載
し
た
封
筒
を
窓

口
に
設
置
し
、
来
庁
者
の
皆
さ

ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。 

　
こ
の
た
び
、
平
成
　
年
度
よ

３１

り
使
用
す
る
広
告
入
り
窓
口
封

筒
を
作
成
し
、
無
償
で
提
供
し

て
い
た
だ
け
る
事
業
者
を
募
集

し
ま
す
。

※
広
告
主
は
、
事
業
者
で
募
集

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
し
込
み
　
　
月
１
日

～
　

１０

１５

日

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
分
）
に
、
市
民
窓
口
課
（
内

３０線
1
3
４
）
へ

広
告
入
り
窓
口
封
筒
の

無
償
提
供
者
を
募
集

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅市営錦織・甲田住宅、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団市営若松団地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地のののののののののののののののののののののの

入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者ををををををををををををををををををををを募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集しししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままま入居者を募集しますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

募
集
住
宅
・
戸
数
な
ど
　
左
表

の
と
お
り

申
込
資
格
　
次
の
全
て
に
該
当

す
る
人

①
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

②
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

③
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
世
帯

④
保
証
人
が
あ
る
人

⑤
公
営
住
宅
法
に
基
づ
く
収
入

基
準
に
合
う
人

・
申
込
家
族
全
員
（
申
込
者
と

同
居
人
）
の
収
入
を
含
め
た
計

算
後
の
月
収
額
が
　
万
８
０
０

１５

０
円
以
下
の
人

・
公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
裁

量
階
層
世
帯
（
高
齢
者
、
障
が

い
者
な
ど
の
世
帯
）
に
該
当
す

る
人
で
、
計
算
後
の
月
収
額
が

　
万
８
０
０
０
円
を
超
え
　
万

１５

２５

９
０
０
０
円
以
下
の
人
で
も
申

し
込
み
が
で
き
ま
す

⑥
申
込
者
が
独
立
の
生
計
を
営

む
人
で
家
賃
、
共
益
費
を
払
う

こ
と
が
で
き
る
人

⑦
申
込
者
お
よ
び
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
、
暴
力
団
に
よ

る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関

す
る
法
律
第
２
条
第
６
項
に
規

定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
人

※
親
子
等
近
居
募
集
は
、
介
護

や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進

を
図
る
た
め
、
第
一
中
学
校
区

内
に
２
親
等
以
内
の
親
族
が
居

住
し
て
お
り
、
近
居
す
る
こ
と

に
よ
り
双
方
の
利
益
が
見
込
ま

れ
る
世
帯
に
限
り
ま
す
。

※
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
募
集

は
、
地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
推
進
を
図
る
た
め
、
申
込
者

が
第
一
中
学
校
区
内
に
６
カ
月

以
上
継
続
し
て
居
住
ま
た
は
勤

務
さ
れ
て
い
る
世
帯
に
限
り
ま

す
。

申
込
書
の
配
布
　
　
月
１
日


１０

～
　
日

（
土
・
日
曜
日
、
祝

１５
日
は
除
く
）
に
、
住
宅
政
策
課
、

金
剛
連
絡
所
、
人
権
文
化
セ
ン

タ
ー
、
南
河
内
府
民
セ
ン
タ
ー

で
配
布

申
し
込
み
　
　
月
１
日

～
　

１０

１５

日

（
消
印
有
効
）
に
、
指
定

の
封
筒
で
郵
送
（
申
し
込
み
多

数
の
場
合
抽
選
）

問
い
合
わ
せ
　
住
宅
政
策
課

（
内
線
４
３
６
、
４
３
７
）

ダウンロード申請書によるパスポートの   
申請受け付けが始まります

　１０月１日より、本市を含む国内のパスポート申請

窓口において「ダウンロード申請書」による申請の受

け付けが可能となります。詳しくは、外務省ホーム

ページ〔https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/passport/

download/top.html〕をご覧ください。　

問い合わせ　市民窓口課（内線１３６）

マイナンバーカードの日曜交付

　マイナンバーカードを交付する休日窓口を次の日程

で開設します。申請者本人がお越しください。

とき　１０月７日、１１月４日、午前９時～

正午

ところ　市役所地下会議室（日曜窓口コー

ナー）

※持ち物など詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　市民窓口課（内線１３１、１３２）



９

創業セミナー

　本市でこれから創業される人を対象に、創業に関す

るノウハウが無料で学べる「創業セミナー」を開催し

ます。同セミナーを受けていただくと創業に必要な経

費の一部補助など、さまざまな優遇制度を利用するこ

とができます。また、子育て世代向けに託児もありま

すので、ぜひご参加ください。

※優遇制度など詳しくは、お問い合わせいただくか、

市ウェブサイトをご覧ください。

とき　１１月１３日、２０日、２７日、１２月４日、午

後７時～９時（全４回）　

ところ　富田林商工会館

定員　３０人　※託児あり（要予約）。　

参加費　無料

申し込み　１０月９日～、富田林商工会〔(２５)１１０１〕

または商工観光課（内線482）へ（申し込み先着順）

これからの知的財産活用入門セミナー

とき　１０月２５日、午後２時～４時

ところ　富田林商工会館

内容　新商品開発で知っておきたい商標権について、

企業における知財活動の在り方について

定員　４０人　参加費　無料

申し込み　１０月９日～、富田林商工会〔(２５)１１０１〕

へ（申し込み先着順）

ＩＴ/ＩＯＴ活用セミナー

とき　１０月３０日、午後１時～４時

ところ　富田林商工会館

内容　ＩＴ/ＩＯＴの活用について、ＩＴ/ＩＯＴの取

り組みについて（事例紹介）

定員　３０人　参加費　無料

※セミナー終了後、個別での相談を受け付けます。

申し込み　１０月９日～、富田林商工会〔(２５)１１０１〕

へ（申し込み先着順）

医療事務・調剤事務セミナー

　就職活動中の若者や子育てをしながら働きたいと考

えている女性などを対象に、同セミナーを開講し、就

職に向けた資格取得を支援します。

　託児もありますので、ぜひご参加ください。

とき　１０月２９日～１２月１１日の原則毎週月・火曜日、

午前１０時～午後４時（全14回）　

ところ　レインボーホール（市民会館）

対象者　市内在住の医療事務・調剤事務への就職希望者

定員　２０人　※託児あり（要予約）。

参加費　６４８０円（テキスト代）

申し込み　１０月６日～２４日に、株式会社ＷＡＶＥ

ホームページ〔https://www.waveltd.co.jp/tondabayashi〕

へ（申し込み先着順）

問い合わせ　商工観光課（内線４８２）

　
ま
ち
づ
く
り
は
、
暮
ら
し
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
関

係
す
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
担
い
手
と
な
っ
て
、
身

近
な
こ
と
か
ら
活
動
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
よ

う
な
活
動
の
積
み
重
ね
が
、
よ

り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
第
２
回
目
と
な
る
今
回
は

「
防
災
力
の
高
い
金
剛
地
区
を

目
指
し
て
～
広
め
る
深
め
る
地

域
の
つ
な
が
り
」
を
テ
ー
マ
に

講
座
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
　
　
月
　
日

、
午
後
１

１０

２８

時
～
3
時
  

と
こ
ろ
　
金
剛
連
絡
所
２
階
大

ホ
ー
ル

対
象
者
　
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
で
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
に

興
味
が
あ
る
高
校
生
以
上
の
人

※
金
剛
地
区
（
高
辺
台
、
久
野

喜

台
、
寺

池

台
）
を

主

な

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
ま
ち
づ
く

り
活
動
を
実
践
し
て
い
た
だ
け

る
人
を
募
集
し
ま
す
。

定
員
　
　
人
　

１５

～
ひ
と
を
つ
く
り
　
ま
ち
を
つ
く
る
～

受
講
料
　
無
料

申
し
込
み
　
　
月
　
日

（
消

１０

１９

印
有
効
）
ま
で
に
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号

を
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（


５
８
４
・
８
５
１
１
常
盤
町
１

の
１
）〔（
内
線
４
５
２
）
・

　(２４)

０
２
６
９
・
Ｅ
メ
ー
ルm

a
tid
u

 
 
   
 

k
u
ri@
c
ity
.to
n
d
a
b
a
y
a
sh
i

 
 
   
 
   
   
 
 
 
 
 
 
 
  
 

.

 

lg
.j   

  

p

 
〕
へ
（
郵
送
、
電
話
、
フ
ァ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
申
し
込
み
可
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽

選
。
結
果
は
全
員
に
通
知
し
ま

す
。

※
第
３
回
は
、　

月
８
日

、

１２

午
後
１
時
～
４
時
、
第
４
回
は

平
成
　
年
１
月
　
日

、
午
前

３１

２６

　
時
～
正
午
に
開
催
し
ま
す
。

１０詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　「
ま
だ
結
婚
し
な
い
の
？
」

　
何
気
な
い
一
言
が
相
手
を
傷

つ
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
日
常
生
活
の
中
の
ど
ん
な
言

動
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
嫌
が
ら

せ
）
に
な
る
の
か
、
境
界
線
の

分
か
り
に
く
い
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

と
き
　
　
月
　
日

、
午
後
１

１０

２７

時
　
分
～
３
時

３０

と
こ
ろ
　
金
剛
公
民
館
ホ
ー
ル

内
容
　
岡
本
　
聡
子
さ
ん
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
ら
っ
と
ス
ペ
ー
ス

金
剛
相
談
役
）
に
よ
る
講
演
、

ピ
ン
コ
ロ
座
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ

ル
川
柳
コ
ン
ト

定
員
　
　
人
（
当
日
、
直
接
会

５０

場
へ
）　

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
４
）

講
演
会
&
川
柳
コ
ン

講
演
会
&
川
柳
コ
ン
トト

第
２
回
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
育
成
講
座

そ
れ
、
セ
ク
ハ
ラ
で
す
！

日
常
会
話
に
潜
む
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト



１０

府最低賃金が改正

　１０月１日より、府最低賃金の金額が改正されます。

　これにより、使用者は労働者に対して、次の金額以上の

賃金を支払う必要があります。

時間額　９３６円

※パート、アルバイトなどを含む全ての労働者に適用され

ます。

※特定の産業の労働者については、別に特定最低賃金が定

められています。詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　大阪労働局賃金課〔０６(６９４９)６５０２〕

10月より防災無線の定期放送時間が午後５
時に変わります

　本市では、災害危険区域や市立小学校など市内４４カ所に

設置している防災無線を活用し、毎日午後６時に童謡「夕

焼け小焼け」を定期放送しています。

　これは、災害発生時に備えた平常時の放送点検と、子ど

もたちに帰宅を呼び掛けるために実施しています。

　夕暮れが早くなる１０月～翌年２月の間は、定期放送の時

間を午後６時から午後５時に変更しますので、お間違えの

ないようご注意ください。

問い合わせ　危機管理室（内線９５０３）

10月は「府部落差別事象に係る調査等の規制
等に関する条例」啓発推進月間です

　結婚差別や就職差別などは、重大な人権侵害をもたらし

ます。

　同条例は、基本的人権を擁護するため、個人

および土地に関する事項の調査にあたって、部

落差別事象を引き起こす恐れのある調査、報告

などの行為を規制しています。同条例の趣旨である「差別

につながる個人調査や土地調査の依頼はしない」「依頼が

あっても調査や報告はしない」を十分理解し、差別のない、

人権の尊重された社会を築いていきましょう。

　また、他人の戸籍謄本や住民票は、原則として弁護士、

司法書士などが職務目的で入手することしかできません。

　委任状の偽造などによる不正取得は違法行為です。

問い合わせ　府人権局人権擁護課〔０６(６２１０)９２８２〕

学校給食用物資納入業者登録申請を受け付け

　市小・中学校給食会では、平成３１～３３年度の学校給食用

物資納入業者の登録申請を受け付けます。

登録申請書の配布・受け付け　１０月１日～、富田林学校

給食株式会社（学校給食センター内）で配布する申請書（小・

中学校共通様式）に必要書類を添付し、１０月１７日～２５日

（土・日曜日を除く午前８時～午後４時）に、富田林学

校給食株式会社へ（郵送不可）

※受け付け後、審査の上登録します。

※その他、登録要件など詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　小学校給食用物資納入業者登録に関すること

は同センター内市小学校給食会事務局（富田林学校給食株

式会社）〔(２６)８０３９〕、中学校給食用物資納入業者登録に関

することは同センター内市中学校給食会事務局〔(６９)４９１９〕

ごみ収集車の火災事故が発生しました

　先日、収集物が原因と考えられる、ごみ収集車の火災事

故が発生しました。

　火災事故の多くは、中身が残ったままのガス缶やスプ

レー缶、使い捨てのライターなどがごみに混入され、収集

時にこれらから漏れたガスや燃料に火花が引火したことが

原因と考えられます。

■収集作業中の火災事故を発生させないために

　ガス缶やスプレー缶を捨てるときは、必ず中身を使い

切ってから風通しが良く火の気のない所で穴を開け、資源

カン・ビンの収集日に出してください。

　使い捨てのライターは残ったガスを出し切ってから燃え

るごみで出してください。

　収集作業中の火災事故は収集車などに甚大な被害が出る

だけでなく、人命に関わる重大な事故につながる危険性も

ありますので、皆さんのご協力をお願いします。

問い合わせ　衛生課（内線１４４～１４６）

ＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニル）を含む電気機器
は処分期間内に処理しなければなりません！

　事務所や自宅などで、ＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニル）を

含む電気機器（変圧器、コンデンサー、業務用の照明用安

定器など）を保管・使用していないか、事業所の電気室、

キュービクル、倉庫などの点検をお願いします。

　ＰＣＢを含む電気機器などは、処分期間内（高濃度＝平

成３２年度末まで、低濃度＝３８年度末まで）に処理が必要で

す。

　ＰＣＢを含む電気機器などの確認方法や届け出の方法な

ど詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　府産業廃棄物指導課〔０６(６２１０)９５７０〕

正しく使おうＬＰガス

　１０月は「ＬＰガス消費者保安月間」です。

　ご家庭や事業所、行事などで利用されているＬＰガス

は、私たちにとって身近なエネルギーであり、正しく扱え

ば安全で大変便利なものですが、取り扱いを誤ると一酸化

炭素中毒事故やガス漏れ事故などにつながる恐れがありま

す。

　次の点に十分注意し、ＬＰガスを正しく安全

に使用しましょう。

・ガス器具を使うときは換気をする

・点火するときは必ず目で見て確認する

・ガス栓カバーやゴムキャップを使用し誤開放を防止する

問い合わせ　市消防本部予防課〔(２３)１１２４〕

ハロウィンジャンボ宝くじ発売！

　１等・前後賞合わせて５億円が当たるハロウィンジャン

ボ宝くじが発売されます。

　同宝くじの収益金は、市町村の明るく住

みよいまちづくりに使われます。府内の

宝くじ売り場でお買い求めください。

発売期間　１０月１日～２３日

問い合わせ　（公財）府市町村振興協会〔０６(６９４１)７４４１〕



１１

蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
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蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
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■３日の催し

　<中央公民館>

・似顔絵　午前１０時～正午（定員１０人）

・お茶会　午前１０時～（午後２時最終受け付け）

・指編み体験教室　午前１０時～午後３時（材料費実費）

・囲碁自由対局　午前１０時～午後３時

・こどもフェイスペイント　午前１０時～午後４時の間に

５回　※定員各１０人（先着順）。

・人形劇（マリオネット）　午前１１時～正午

・青空手話教室　午後１時３０分～３時

・アンサンブル演奏会　午後１時３０分～２時

・寄席（落語）　午後２時３０分～４時３０分

〔出演＝笑福亭　松五（落語家）ほか〕

　<東公民館>

・お茶会　午前１０時～（午後２時最終受け付け）

・ご当地アイドル見参！　午前１０時～１０時３０分〔出演＝

ご当地アイドルユニット「河内天誅組」〕

・舞台発表　午前１０時３０分～午後２時３０分

　<金剛公民館>

・オープニングコンサート　午前１０時～〔出演＝小金台

小学校和太鼓サークル「鼓雅音」〕

・お茶会　午前１０時～（午後２時最終受け付け）

・工作コーナー　午前１０時～午後１時

・ニコニコ健康相談　午前１０時～午後０時３０分

・紙芝居　午前１１時～正午

・クラブ体験教室（３Ｂ体操、太極拳、フォークダンス、

気功太極拳）　正午～午後３時４５分

※運動のできる服装・靴で参加してください。

・社交ダンスパーティ　午後６時～８時３０分

※床面保護シールを貼ったダンスシューズ持参。

　<各館開催>

・作品展示　午前９時～午後５時

・模擬店・バザー　午前９時４５分～午後３時（売り切れ

次第終了）

■４日の催し

　<中央公民館>

・居合演武と体験会　午前１０時３０分～１１時３０分

・お茶会　午前１０時～（午後２時最終受け付け）

・「きらきらイケ花」を作ろう！　午前１０時～午後２時

４５分の間に５回　※定員各１０人（先着順）。

・カフェコーナー　午前１０時～午後３時

・似顔絵　午後１時～３時（定員１０人）

・舞台発表　午後１時３０分～３時４５分

　<東公民館>

・子ども将棋教室　午前９時～正午

・ポン菓子の実演販売　午前１１時～午後２時

※小学生以下には無料配布します。

・名画劇場「ＳＩＮＧ／シング」午後１時３０分～（１０８分）

※入場無料。

　<金剛公民館>

・市民囲碁手合い　午前９時～正午

・工作コーナー　午前１０時～午後１時

・バルーンアート　午前１０時～午後１時

・盲導犬紹介コーナー　午前１０時～午後２時

・舞台発表　正午～午後３時５０分

　<各館開催>

・作品展示　午前９時～午後４時

・模擬店・バザー　午前９時４５分～午後３

時（売り切れ次第終了）
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中中央央・・東東・・金金剛剛公公民民館館でで同同時時開開催催
　
　
月
３
日

、
４
日

の

１１
２
日
間
、
中
央
・
東
・
金
剛

の
各
公
民
館
で
「
公
民
館
ま

つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
各
館
と
も
舞
台
発
表
、
作

品
展
示
、
模
擬
店
・
バ
ザ
ー

な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　
３
館
連
絡
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

も
運
行
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※特に記載のない催しは、当日直接会場へ。ただし、当

日予約が必要な催しもあります。また、各催しの開催時

間は変更になる場合があります。詳しくは、お問い合わ

せください。

※模擬店、バザーなどの収益の一部は、被災地への義援

金など福祉活動に寄付します。

問い合わせ　中央公民館〔(２４)３３３３〕、東公民館〔(２５)

１７７２〕、金剛公民館〔(２８)１１２１〕

３館連３館連絡絡シャトルバシャトルバススを無料を無料運運行行

※交通事情により発着が遅れることがあります。
※定員を超えた場合は、出発時間前に発車することがあり
ます。
※小学３年生以下の子どもだけでの乗車はできません。


